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市
立
病
院
の
回
復
期
の
治
療
を
行
う
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
勤
務
す
る
看
護
師
等

の
勤
務
体
制
を
、
現
在
の
日
勤
・
準
夜
勤

務
・
深
夜
勤
務
の
３
交
代
制
か
ら
、
本
年

４
月
よ
り
日
勤
及
び
夜
間
勤
務
の
２
交
代

制
に
す
る
こ
と
に
伴
い
、
夜
間
看
護
手
当

に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
昨
年
、
関

係
法
令
と
と
も
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

【
深
川
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】　

【
深
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正　

す
る
条
例
に
つ
い
て
】　　
　
　

す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
軽
自
動
車
税
の

税
率
の
特
例
の
適
用
期
限
を
延
長
し
、
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
関
す
る
規
定

を
設
け
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

国
の
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
に
基

づ
く
、
深
川
市
を
中
心
と
す
る
北
空
知
１

市
４
町
に
よ
る
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

向
け
、
今
後
、
予
定
さ
れ
る
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、

深
川
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て

定
め
る
も
の
で
す
。

【
深
川
市
議
会
の
議
決
す
べ
き　
　

事
件
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
】

【
深
川
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】　　

　

平
成
29
年
６
月
に
都
市
緑
地
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
が
公
布
さ

れ
た
た
め
、
都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
に

占
め
る
運
動
施
設
面
積
の
割
合
の
上
限
を

地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
こ
の
割
合
を
国
の
参
酌
す

べ
き
基
準
と
同
様
の
100
分
の
50
と
す
る
も

の
で
す
。

　

次
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
（
平

成
30
〜
32
年
度
）
の
65
歳
以
上
の
第
１
号

被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
お
お
む
ね

３
年
を
通
じ
、
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
の
所
得
段
階
区

分
を
現
行
の
９
段
階
区
分
（
国
標
準
）
を

引
き
続
き
採
用
し
、
保
険
料
の
基
準
額
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
年
額
５
５
，
２
０
０

円
（
月
額
４
，
６
０
０
円
）
に
据
え
置
く

こ
と
と
し
、
適
用
期
間
な
ど
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

【
深
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】　　

　

深
川
市
議
会
は
、
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
を
、
３
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
20

日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
は
、
平
成
30
年
度
各
会
計
予
算
８
件
、
深
川
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
10
件
、
補
正
予
算
10
件
、
意
見
案
２
件
、
そ
の
他
議
案
１

件
の
審
議
を
行
い
可
決
等
し
ま
し
た
。

条
例
等

第１回定例会　３月１日～20日

新年度予算を可決
各会計総額287億5,648万円
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介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
の
有
効
期

間
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
資
格
の
更

新
の
た
め
の
同
専
門
員
更
新
研
修
が
導
入

さ
れ
た
た
め
、
条
例
で
定
め
て
い
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
い
る

同
専
門
員
に
つ
い
て
も
、
国
の
省
令
で
定

め
る
基
準
と
同
様
に
、
５
年
間
の
有
効
期

間
内
に
更
新
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
を
定

め
る
も
の
で
す
。

【
深
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

の
包
括
的
支
援
事
業
実
施
に
関
す

 

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】　　

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
法
に
よ
り
住
所
地
特
例
の

適
用
を
受
け
て
従
前
の
住
所
地
の
被
保
険

者
と
さ
れ
て
い
る
者
が
、
75
歳
到
達
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
場

合
に
は
、
特
例
を
引
き
継
ぎ
、
従
前
の
住

【
深
川
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
】　　
　
　
　
　
　
　

　

市
立
病
院
で
は
４
月
か
ら
、
入
院
医
療

費
の
算
定
方
法
を
、
従
来
の
投
薬
や
検
査

な
ど
の
一
つ
一
つ
の
医
療
行
為
の
単
価
を

積
み
上
げ
て
計
算
す
る
出
来
高
支
払
方
式

か
ら
、
疾
病
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
入
院
１

日
当
た
り
の
定
額
の
単
価
を
基
本
に
計
算

す
る
包
括
支
払
方
式
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
）
に

変
更
す
る
た
め
、
そ
の
算
定
根
拠
と
な
る

条
例
の
規
定
を
整
備
し
、
併
せ
て
、
今
後

の
診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
改
定
に
円

滑
か
つ
、
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
に
現

在
の
診
療
報
酬
等
の
算
定
根
拠
を
定
め
て

い
る
条
例
の
規
定
を
改
め
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
原
案
可
決
議
案

■
深
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
深
川
市
立
病
院
使
用
料
及
び
手
数

 

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
】　　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
26
年
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び

介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
が

成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
介
護
保
険
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
指
定
居
宅
介
護

【
深
川
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

 

事
業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準
等

 

を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
】 　
　

支
援
事
業
等
に
関
す
る
基
準
は
、
従
来
、

都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
介
護
支
援
専
門
員
の
育

成
な
ど
に
市
町
村
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
い
く
よ
う
、
保
険
者
機
能
の
強
化
と
い

う
観
点
か
ら
、
平
成
30
年
４
月
１
日
を
も

っ
て
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指

定
権
限
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
譲

さ
れ
る
た
め
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
従
業
者
の
資
格
や
員
数
な
ど
の
基
準

等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

所
地
の
被
保
険
者
と
な
る
よ
う
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
法
令
の
定
め
に

則
し
て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

補
正
予
算

■
平
成
29
年
度
深
川
市
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
７
号
・
第
８
号
）

■
平
成
29
年
度
深
川
市
介
護
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）　

ほ
か
６
会

　

計
（
国
保
・
後
期
高
齢
・
農
業
集
落
排

　

水
・
下
水
道
・
水
道
・
病
院
）

■
平
成
30
年
度
深
川
市
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

　

教
育
長　

早
川
雅
典
さ
ん
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
同
氏
を
任

命
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
３
月

１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致

で
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

深
川
市
教
育
長
の

任 

命 

に 

同 

意
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　以下の意見書を全会一致で原案可決し、内閣総理大臣などに送付しました。
■地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般職非常勤職員の処遇改善と雇用
　安定に関する意見書
■働き方改革関連法案の慎重審議を求める意見書

意　　見　　書

　３月２日に平成30年度各会計予算が提案された後、これらの予算を審査するため、議員全員
で構成する予算審査特別委員会を設置し、３月14日から16日までの３日間にわたって審査を行
いました。
　委員会では質疑終了後、和田委員（無会派）が一般会計、国民健康保険特別会計及び後期高
齢者医療特別会計予算に反対、佐々木委員（無会派）が一般会計予算に反対、小田委員（公政

クラブ）及び菅原委員（新政クラブ）が各会
計予算に賛成の立場から討論を行い、採決の
結果、各会計予算は原案のとおり可決すべき
ものと決定しました。

■予算審査特別委員会　　　　　
委 員 長　近　沢　弘　幸
副委員長　宮　澤　孝　司

予算審査特別委員会の設置

平成30年　第１回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

議 員 名

議 案 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議決

結果

菅
原　

明
義　

宮
澤　

孝
司　

松
本　

雅
祐　

近
沢　

弘
幸　

和
田　

秀
隆　

佐
々
木　

一
夫

木
根　

昭
夫　

松
原　

和
男　

水
上　

真
由
美

太
田　

幸
一　

辻
本　

智　
　

小
田　

雅
一　

鶴
岡　

恵
司　

長
野　

勉　
　

楠　

理
智
子　

田
中　

昌
幸　

議　案
第６号

平成30年度深川市
一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案

可決

議　案
第８号

平成30年度深川市
国民健康保険特別
会計予算

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案
可決

議　案
第９号

平成30年度深川市
後期高齢者医療特
別会計予算

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案
可決

議　案
第20号

深川市指定居宅介
護支援等の事業の
人員及び運営の基
準等を定める条例
について

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案
可決

※賛成＝○、反対＝●、除＝除斥（採決に加わることができない）、長野勉議長は採決に加わりません
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